
カイロ日本人学校は、今から50年前の1972年（昭和47年）5月15日、モハンデ

シーン地区（ゲジーラ島の西側）に開校しました。小学生が13名、文科省からの

派遣教員が２名だったと記録に残っています。1981年（昭和56年）に子どもたち

の増加で手狭になったモハンデシーン校舎から近くのドッキ地区に移転しました。

右の写真は1982年（昭和57年）に開校10周年記念式典当日の写真です。窓やベ

ランダから子どもたちが笑顔をのぞかせているのが見えます。３階建てのフラッ

トを借り切り、最大で149名（1986年）の小中学生が学んでいました。

1988年（昭和63年）４月。ギザ地区バトラン村の現在の場所に新校舎を建設し

て移転しました。当時は林と畑に囲まれ、地上からピラミッドをくっきりと見る

こともできたようです。開校以来50年の歴史を刻んできたカイロ日本人学校から世界へ羽ばたき、夢に

向かって挑戦する子どもたちを育てていきたいと教職員一同取り組んでいます。

５月２０日（金）の学校開放日には、保護者や日本人会員の皆様に多数ご参観

いただきました。毎年恒例のラクダのソッカルくんも元気な姿を見せてくれまし

た。普段の授業に加えて、ラクダに乗ったりラクダを観察したり絵を描いたりし

ました。６校時はＰＴＡ主催による親子レクリエーションで、全校児童生徒や保

護者、先生たちとの楽しい交流が行われました。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
英検１次試験 ★水泳学習 朝会

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
★水泳学習 朝会 ★水泳学習

委員会活動

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
★水泳学習 朝会 ★水泳発表会

２６ ２７ ２８ ２９ ３０
革命記念日

ソッカルくん
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